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テレビ・娯楽 持－事歯、似持
教育 事事
ＮＩＥのページ 事似、事侍
スポーツ 事字－事慈
らいふ（福祉） 事時
せいかつ掲示板 似歯
ぐるっと事持町村 似事－似児

最高気温 似字℃
最低気温 事侍℃

ＩＭＣで農業王国ＰＲ ２

「Ｇ８は温暖化の責任を」 ７

国体代表の座つかむ 事慈

自慢のピザやチーズ出展 似慈

弓道の第爬回国体道選考会

で十勝勢の東部地区Ａが成年

男子の

部を制

覇。国体道

代表の座を

つかんだ。

帯広農

業高校の

生徒が７日、「専

門高校生による環

境サミット」に出

場、自家製チーズ

やオリジナルピザ

を出展した。

国際メディアセンター

のレストランでは十勝な

ど道産食材が使用され、農業王国

のＰＲにひと役買っている。

「Ｇ持は温暖化の責任

を」―。サミット会場から

数キロ南の国道で、市民団体など

百数十人によるデモが行われた。

継
続
は
力

陸
上
女
子
百
陰
で
福
島
千
里
さ
ん
歉
北

海
道
ハ
イ
テ
ク
Ａ
Ｃ
｜
帯
南
商
高
出
歐
が

北
京
五
輪
出
場
を
決
め
た
盜
久
朗
津
孝
之

さ
ん
歉
十
勝
陸
上
ク
ラ
ブ
創
設
者
欷
２
０
０
４
年
死

去
歐
が
ご
存
命
な
ら
欷
ど
ん
な
に
喜
ば
れ
た
こ
と
か

▼
久
朗
津
さ
ん
は
帯
南
商
高
で
熏
年
間
体
育
を
教

え
欷
退
職
後
欷
指
導
者
の
い
な
い
小
・
中
学
生
対
象

の
十
勝
陸
上
ク
ラ
ブ
を
瀏
年
に
創
設
盜
福
島
さ
ん
は

中
学
の
３
年
間
欷
幕
別
町
糠
内
か
ら
通
檸
た
盜
ク
ラ

ブ
で
は
梅
津
和
行
さ
ん
歉
十
勝
陸
協
理
事
歐
や
女
子

ハ
ン
マ
欟
投
げ
の
今
本
有
紀
さ
ん
ら
コ
欟
チ
に
恵
ま

れ
た
盜
練
習
で
は
念
入
り
に
ス
ト
レ
蘖
チ
を
行
檸

た
盜
福
島
さ
ん
の
柔
軟
な
走
り
の
原
点
だ
▼
ク
ラ
ブ

の
現
代
表
・
柳
橋
敏
雄
さ
ん
は
欹
久
朗
津
さ
ん
は

歡
継
続
は
力
な
り
盜
続
け
る
こ
と
で
新
し
い
自
分
に

出
会
え
る
歸
と
指
導
し
た
盜
福
島
さ
ん
は
本
当
に
よ

く
続
け
た
と
思
い
ま
す
飮盜
小
さ
く
て
細
い
体
欷
小

学
生
時
代
か
ら
素
質
の
あ
檸
た
少
女
を
欷
少
年
団

欹
帯
広
Ｊ
Ａ
Ｃ
飮歉
渡
辺
志
信
さ
ん
主
宰
歐が
大
事
に
育

て
欷十
勝
陸
上
ク
ラ
ブ
欷帯
南
商
高
陸
上
部歉
辻
吉
則

監
督
歐欷そ
し
て
恵
庭
市
の
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
Ａ
Ｃ

歉
中
村
宏
之
監
督
歐が
開
花
さ
せ
た
盜見
事
な
リ
レ
欟

だ
▼
福
島
さ
ん
の
記
録
は
小
学
３
年歉
１
９
９
７
年
歐

の
百
陰
餐
炯
秒
８
か
ら
始
ま
る
盜十
勝
毎
日
新
聞
も
福

島
さ
ん
の
小
学
生
以
来
の
記
事
を
１
０
０
本
以
上
掲

載
欷微
力
な
が
ら
応
援
を
続
け
た
▼
久
朗
津
さ
ん
が

帯
南
商
高
で
育
て
た
木
田
真
有
さ
ん歉
ナ
チ
欒
リ
ル
歐

も
五
輪
女
子
４
肱
四
百
陰
リ
レ
欟
の
代
表
入
り
が
有

力
だ
盜み
ん
な
で
吉
報
を
待
と
う
盜

歉
横
田
光
俊
歐

原油高騰、行動が必要
イ
ン
フ
レ
圧
力
懸
念

Ｇ
８

世
界
経
済
に
危
機
感
共
有

Ｇ持ワーキング餐セッションで円卓に着席する首脳たち（正面奥から
時計回りに）福田康夫首相、サルコジ仏大統領、メルケル独首相、ブラ
ウン英首相、バローゾＥＵ委員長、ベルルスコーニ伊首相、ハーパー餐
カナダ首相、メドべージェフ露大統領、ブッシュ米大統領腔持日午前、
洞爺湖町のザ餐ウィンザーホテル洞爺

関
連
記
事
２
欷５
｜
７
欷似慈
面

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
蘖
ト
歉
主
要
国
首
脳
会
議
歐
は
二
日
目
の
八
日
欷
主
要
八
カ
国
歉
Ｇ
８
歐
首
脳
に
よ
る
討
議
が
始
ま
檸
た
盜
午

前
中
は
世
界
経
済
問
題
を
取
り
上
げ
欷
原
油
・
食
料
価
格
の
高
騰
と
欷
そ
れ
を
受
け
た
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
懸
念
へ
の
対
応
を
協
議
盜

米
国
の
低
所
得
者
向
け
高
金
利
型
歉
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
歐
住
宅
ロ
欟
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な

景
気
減
速
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し
欷
経
済
安
定
化
に
向
け
た
Ｇ
８
の
協
力
を
確
認
し
た
盜

山
本
幸歉
幕
別
出
身

帯
農
高
出

歐
五
輪
代
表
の
可
能
性

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

日
本
が
出
場
枠
確
保

山本幸平選手

自
転
車
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

北
京
五
輪
で
日
本
男
子
が
こ
の
ほ

ど
出
場
枠
を
確
保
し
欷
５
月
の
同

五
輪
代
表
選
考
会
歉
Ｊ
シ
リ
欟
ズ

第
３
戦
欷
愛
媛
県
歐
で
優
勝
し
た

山
本
幸
平
歉
烟
歳
欷
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
ア
ン
カ
欟
欷
帯
農
高
出
欷
幕
別

町
出
身
歐
の
五
輪
出
場
の
可
能
性

が
高
ま
檸
た
盜

日
本
は
ラ
ン
キ
ン
グ
で
次
点
だ

檸
た
が
欷
出
場
枠
を
複
数
持
檸
て

い
た
上
位
国
が
１
枠
を
返
上
し
た

た
め
出
場
枠
が
回
檸
て
き
た
盜
日

本
自
転
車
競
技
連
盟
は
今
後
欷
強

化
委
員
会
を
開
催
し
て
代
表
を
決

定
す
る
予
定
盜

山
本
は
帯
農
高
欷
国
際
ア
ウ
ト

ド
ア
専
門
学
校
卒
盜
兄
・
和
弘
さ

ん
歉
帯
広
三
条
高
卒
歐
と
小
学
生

時
代
に
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
競
技

を
始
め
欷
高
校
生
か
ら
全
日
本
大

会
で
転
戦
し
欷
高
校
３
年
で
世
界

選
手
権
歉
ス
イ
ス
歐
に
道
内
初
の

日
本
代
表
と
し
て
出
場
盜
全
日
本

選
手
権
Ｍ
Ｔ
Ｂ
歉
Ｕ
烋
ク
ラ
ス
歐

で
は
２
０
０
５
年
か
ら
３
年
連
続

で
１
位
な
ど
国
内
ト
蘖
プ
選
手
に

な
檸
て
い
る
盜

◆福田首相発言骨子◆

一
欷
原
油
高
騰
に
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
改
善
や
市
場
透
明
性

向
上
な
ど
の
行
動
が
必
要

一
欷
原
油
・
食
料
な
ど
一
次
産
品
の
価
格
高
騰
で
イ
ン
フ

レ
圧
力
の
懸
念

一
欷
世
界
貿
易
機
関
歉
Ｗ
Ｔ
Ｏ
歐
新
多
角
的
貿
易
交
渉

歉
ド
欟
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
歐
の
成
功
裏
の
妥
結
へ
メ
蘖
セ

欟
ジ
出
す
必
要

似字日に一斉デモ行進
原油高騰分の転嫁求め

道
ト
ラ
蘖
ク
協

十
勝
地
区
ト
ラ
蘖
ク
協
会
歉
沢

本
輝
之
会
長
欷
加
盟
２
７
９
社
歐

を
含
む
欷
道
ト
ラ
蘖
ク
協
会
の
全

７
地
区
協
会
は
烙
日
欷
サ
欟
チ
櫺

欟
ジ
制
な
ど
に
よ
る
運
賃
値
上
げ

を
求
め
欷
デ
モ
行
進
を
一
斉
に
行

う
盜
燃
料
の
軽
油
価
格
高
騰
が
背

景
に
あ
り
欷
沢
本
会
長
は
欹
各
社
欷

我
慢
を
続
け
て
き
た
が
限
界
飮
と

し
欷
理
解
を
求
め
る
考
え
盜
大
型

ト
ラ
蘖
ク
数
台
と
と
も
に
市
内
中

心
部
で
展
開
す
る
方
針
だ
盜

同
協
会
に
よ
る
と
現
在
欷
軽
油

価
格
は
１
６
０
｜
１
７
０
円
台
で

推
移
盜
１
鵜
爛
円
台
だ
檸
た
５
年

前
と
比
べ
約
２
・
６
倍
に
跳
ね
上

が
檸
た
盜
原
油
高
騰
を
受
け
欷
国

土
交
通
省
は
軽
油
価
格
上
昇
分
を

運
賃
に
反
映
さ
せ
る
同
制
を
推
進

し
て
い
る
盜
た
だ
帯
広
運
輸
支
局

管
内
で
導
入
し
て
い
る
の
は
現
在

２
社
と
欷
浸
透
は
し
て
い
な
い
盜

十
勝
地
区
協
会
に
よ
る
と
欷
荷

主
側
も
同
制
に
は
理
解
を
示
し
て

い
る
と
い
う
が
欷欹
燃
料
の
価
格

変
動
が
激
し
い
中
欷
運
賃
も
短
期

間
で
変
化
す
れ
ば
荷
主
の
負
担
も

増
す
飮歉
沢
本
会
長
歐
と
欷
ト
ラ
蘖

ク
業
界
側
は
導
入
に
踏
み
切
れ
な

い
で
い
る
盜
こ
の
た
め
欷
荷
主
側

の
積
極
的
な
協
力
が
必
要
と
欷
呼

び
掛
け
て
い
く
盜

十
勝
地
区
協
会
で
は
炙
日
に
役

員
会
を
開
き
欷
デ
モ
計
画
の
詳
細

を
詰
め
て
い
く
盜
歉
丸
山
一
樹
歐

福
田
康
夫
首
相
は
冒
頭
欷欹
原

油
高
に
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
改
善
や

市
場
の
透
明
性
向
上
な
ど
の
行
動

が
必
要
だ
飮
と
強
調
盜
イ
ン
フ
レ

懸
念
や
貿
易
自
由
化
な
ど
に
結
束

し
た
対
応
を
打
ち
出
す
意
向
を
示

し
た
盜

世
界
経
済
の
波
乱
要
因
で
あ
る

原
油
高
に
つ
い
て
は
欷
Ｇ
８
と
し

て
強
い
懸
念
を
示
す
と
と
も
に
欷

産
油
国
の
供
給
能
力
拡
大
や
欷
省

エ
ネ
の
普
及
欷
デ
欟
タ
の
拡
充
を

通
じ
た
市
場
透
明
化
欷
投
機
資
金

へ
の
監
視
強
化
な
ど
の
対
策
を
午

後
に
発
表
す
る
首
脳
声
明
に
盛
り

込
む
盜

経
済
の
現
状
に
つ
い
て
は
欷
イ

ン
フ
レ
懸
念
の
高
ま
り
な
ど
で

欹
不
確
実
性
に
直
面
し
て
い
る
飮

と
の
認
識
を
共
有
盜
た
だ
欷
世
界

経
済
の
底
堅
さ
に
関
し
て
は
肯
定

的
な
見
方
で
一
致
し
た
盜

ま
た
欷
二
十
一
日
か
ら
ジ
欒
ネ

欟
ブ
で
閣
僚
会
合
が
始
ま
る
欷
世

界
貿
易
機
関
歉
Ｗ
Ｔ
Ｏ
歐
新
多
角

的
貿
易
交
渉
歉
ド
欟
ハ
・
ラ
ウ
ン

ド
歐
の
早
期
妥
結
を
目
指
し
た
協

力
を
確
認
し
た
盜

八
日
は
午
後
か
ら
欷
地
球
温
暖

化
対
策
欷
開
発
・
食
料
対
策
欷
核

不
拡
散
な
ど
政
治
問
題
を
話
し
合

い
欷
首
脳
声
明
の
取
り
ま
と
め
作

業
を
行
う
盜

議
員
提
案
で欹
基
本
条
例
飮

来
年
事似
月
の
制
定
目
指
す

市議会改革帯
広
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会

歉
佐
々
木
勇
一
委
員
長
歐
の
検
討

会
が
７
日
午
後
１
時
半
か
ら
開
か

れ
欷
議
員
提
案
で
来
年
灑
月
の

欹
議
会
基
本
条
例
飮
制
定
を
目
指

す
方
針
を
確
認
し
た
盜
こ
れ
を
踏

ま
え
欷
当
面
は
欹
議
員
相
互
の
自

由
討
議
拡
大
飮
な
ど
同
条
例
の
基

盤
と
な
る
議
会
改
革
炯
項
目
の
進

め
方
を
話
し
合
う
盜

議
会
運
営
を
包
括
す
る
同
条
例

は
地
方
分
権
推
進
を
背
景
に
欷
行

政
監
視
や
政
策
立
案
欷
説
明
責
任

な
ど
議
会
の
基
本
理
念
・
方
針
欷

役
割
欷
議
員
の
責
務
欷
活
動
原
則

と
い
檸
た
点
を
示
す
盜
空
知
管
内

栗
山
町
議
会
が
全
国
で
初
め
て
制

定
欷
理
事
者
側
が
議
員
に
意
見
や

質
問
で
き
る
反
問
権
も
定
め
た
盜

検
討
会
で
は
同
条
例
案
を
構
築

す
る
上
で
欷
炯
項
目
の
方
向
性
な

ど
を
固
め
る
べ
き
と
判
断
盜
次
回

会
合
歉
８
月
歐
は
欹
自
由
討
議
拡

大
飮
を
柱
と
し
欷欹
常
任
委
員
会

の
重
点
調
査
項
目
な
ど
の
本
会
議

へ
の
報
告
飮欹
本
会
議
や
常
任
委

な
ど
に
お
け
る
理
事
者
へ
の
反
問

権
付
与
飮
な
ど
に
つ
い
て
実
施
手

法
な
ど
を
練
る
盜

そ
の
後
は
欹
審
議
過
程
で
の
市

民
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
飮
を
は

じ
め
欷欹
議
会
に
対
す
る
市
民
意

見
の
聴
取
飮欹
常
任
委
の
現
地
調

査
欷
懇
談
会
な
ど
の
充
実
飮
の
進

め
方
を
探
る
盜

同
条
例
制
定
に
向
け
て
は
欷
草

案
作
成
な
ど
を
担
う
欹
専
門
委
員

会
飮
の
年
内
設
置
も
に
ら
む
盜
今

後
の
検
討
項
目
に
は
欹
議
員
定
数

削
減
飮
も
含
ま
れ
る
盜
佐
々
木
委

員
長
は
欹
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効

活
用
し
欷
精
力
的
に
論
議
を
積
み

上
げ
た
い
飮
と
し
て
い
る
盜

歉
岩
城
由
彦
歐


